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前回，カタアカハナボタル族に所属するカタア
カハナボタル属の解説を終えたので，今回は同族
のジュウジベニボタル属，ムネクロテングベニボ
タル属，ムネアカテングベニボタル属，テングベ
ニボタル属とこれらに所属する種の解説を行う．

ジュウジベニボタル属 Lopheros LeConte, 1881
タイプ種：Lycus fraternus Randall, 1838（北アメリ
カ）．

[成虫 ]　体は小型から大型，両側でほぼ平行状，
上下に平圧される．頭部は短く，口吻を欠く．複
眼は小さい．触角は長く，糸状または弱い鋸歯状．
小あごひげ第 4節は斧形または長楕円形．下唇ひ
げ第 3節は斧形または三角形．前胸背板は中央側
方でやや弱くなる十字形の隆条をそなえる．上翅
は各々 4本の第 1次縦隆線をそなえ，隆線間は網
目状の 2点刻列からなる．雌の第 8腹板は基部中
央に 1本の針状突起をもつ．雄交尾器の中央片は
長い．側片は幅広く，中央片より短い．基片は比
較的小さい．雌交尾器は細長い．尾毛は小さく，
先端部に複数の短毛をもつ．半腹板は長円形，先
端に向けて広がる．肛側板は細く，非常に長い． 

[幼虫 ]　体は細長く，円筒状，やや平圧され，
各節の間でくびれる．頭部は横長の五角形，後方
でやや狭くなる．触角は 2節からなり，第 1節は
短く，リング状，第 2節は幅広くドーム状．大あ

ごは見かけ上 2つの部分からなり，上方の 1対は
細長く，基部上面に各 3本の短毛をもつ．胸部と
腹部の背板は分割されない．前胸背板は前縁後方
に 6本の長毛と後縁前方に 4本の長毛をもつ．中
胸背板と後胸背板は後縁前方に 4本の長毛をも
つ．腹部第 1背板から第 8背板まではそれぞれ後
縁前方に 2本の長毛をもつ．第 9背板は半円形で，
8本の長毛を末端部にもつ．腹部は尾突起を欠く
（Burakowski, 1990; Bocák & Matsuda, 2003）．旧北区
と新北区，東洋区に分布し，これまでに 14種が記
録され，日本からは次の 6種が知られている．

日本産ジュウジベニボタル属 Lopheros の種の検索表
1(2)	前胸背板の隆縁は比較的幅広い．雄交尾器の
中央片は両側で強く平圧され，先端に向かっ
て徐々に狭まる．（Eulopheros亜属）6.2–12.0 
mm．本州・四国．….........…… ニセジュウジ
ベニボタル Lopheros harmandi (Bourgeois, 1902)

2(1)	前胸背板の隆縁は比較的幅が狭い．雄交
尾器の中央片は両側で強く平圧されず，
先端部で急に狭くなる．（Lopheros亜属）

3(4)	体は小さい．3.8 mm．本州．…….......… チビ
ジュウジボタル Lopheros minimus Nakane, 1969

4(3)	体 は 比 較 的 大 き い ． 6 . 5 – 1 2 . 0  m m
5(6)	小あごひげ末端節は長楕円形，その幅が長
さよりも長い．7.5–12.0  mm．北海道・本
州；中国．………………ヒゲブトジュウジ
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ベニボタルLopheros crassipalpis Nakane, 1969
6(5)	小 あ ご ひ げ 末 端 節 は 斧 形 ， そ の 幅 が
長 さ と ほ ぼ 同 長 か そ れ よ り も 短 い ．

7(10) 上翅は暗色，肩部に1対の赤紋をそなえる．
8(9)	雄交尾器の中央片は側片と比べて顕著に長
い．8.0–11.0 mm．北海道・本州・九州・南千
島；サハリン．……..............................……キタ
ベニボタル Lopheros septentrionalis (Kôno, 1932)

9(8)	雄交尾器の中央片は側片と比べてわずかに長
い．6.5–10.5 mm．本州・南千島；中国，ヨー
ロッパ．…......................................… ジュウジ
ベニボタルLopheros lineatus (Gorham, 1883)

10(7) 上翅は肩部に赤紋を欠く．6.3–11.5 mm．北
海道・本州・四国・南千島．….......................
...................................... コウノジュウジベニボ
タル Lopheros brunneorubens (Medvedev, 1966)

1. コウノジュウジベニボタルLopheros brunneorubens 
(Medvedev, 1966)（図1, 2 , 8, 14, 20, 21）

6.3–11.5 mm． 体は黒褐色から暗赤褐色で光沢が
あり，黄褐色の短毛で被われる．頭部・触角・前
胸背板・小楯板・脚は黒褐色から暗赤褐色，黄白
色または明赤褐色の短毛で密に被われる．上翅は
赤褐色または黄褐色，縦隆線は赤色の短毛で密に
被われ，横隆線は同色の短毛で疎に被われる．頭
部は後頭が前胸背板の下にほぼ隠れ，表面は細か
く，比較的密に点刻される．前頭は短く，複眼間
で強く張り出し，中央に 1本の深い縦溝をもつ．
複眼は小さく，雄の複眼間の距離は複眼長径の約
1.6倍，雌では約 1.9倍．触角は短く，弱い鋸歯状，
上翅の基部 1/2に十分届く．小あごひげ第 4節は斧
形，長さは幅の約 1.1倍，先端で幅広く丸くなる．
下唇ひげ第 3節は三角形，長さは幅の約 1.1倍．前
胸背板は横長の台形，長さは基部の幅の約 0.6倍，
幅は頭部の幅の約 1.7倍．前縁は丸く，弱く前方に
張り出すか，直線状，前角はやや角張る．両側縁
は先端部 2/3で弱く狭まり，基部 1/3で強く広がり，
後角は三角状に側方へ突出する．背面は基部両側
で隆起し，側縁部で深く凹み，前縁中央真下に 1
本の長い縦隆条とこれにつながる細い縦溝と基部
の短い隆条を，また，中央部に伸びる 1対の横隆
起をそなえ，表面は細かく，やや密に点刻される．
小楯板はやや角張り，先端部は浅く，丸く凹む．
上翅はほぼ平行状，雄で長さは幅の約 3.0倍，雌で
約 2.7倍，雄で前胸の長さの約 6.6倍，雌で約 5.9倍．
上翅はそれぞれ 4本の第 1次縦隆線をそなえ，隆
線間は円形または四角形の不規則な 2点刻列をも

つ．脚は中位の長さで，後脛節は細長く，外側に
向けてわずかに曲がる．跗節の爪は単純．雄交尾
器は長く，中央片は細長く，先端部で狭く丸めら
れ，下面から見て中央部に 1対の小さな突起をそ
なえ，側面から見て中央で強く，三角状に突出する．
側片は中位の長さで，下面から見て基部で膨らみ，
先端に向け徐々に狭まり，側面から見て先端部で
狭くなる．基片は幅広いが，比較的小さい．7～ 8
月に出現する．分布：北海道・本州・四国・南千島．

 
2. ヒゲブトジュウジベニボタルLopheros crassipalpis 
Nakane, 1969（図3, 9, 15, 22, 23）

7.5–12.0 mm．体は黒褐色から暗赤褐色で光沢が
あり，赤褐色の短毛で被われる．頭部・触角・前
胸背板・小楯板・脚は黒褐色から暗赤褐色，黄白
色または明赤褐色の短毛で密に被われる．上翅は
赤褐色または黄褐色，縦隆線は赤色の短毛で密に
被われ，横隆線は同色の短毛で疎に被われる．頭
部は後頭が前胸背板の下に隠れ，表面は細かく，
やや密に点刻される．前頭は短く，前方に軽く張
り出し，中央に 1本の深い縦溝をもつ．複眼は小
さく，雄の複眼間の距離は複眼長径の約 1.7倍，雌
では約 2.1倍．触角は長く，弱い鋸歯状，上翅の基
部 1/2に届かない．小あごひげ第 4節は横長の長
楕円形，長さは幅の約 0.7倍．下唇ひげ第 3節は三
角形，長さは幅の約 1.6倍．前胸背板は横長の台
形，長さは基部の幅の約 0.6倍，幅は頭部の幅の約
1.5倍．前縁は幅広く，弱く前方に張り出すか，直
線状，前角はやや角張る．両側縁は上部 2/3で弱く
アーチ状に張り出し，基部 1/3で強く広がり，後角
は三角状に側方へ突出する．背面は中央で平圧さ
れ，側縁の内側で強く凹み，前縁中央真下に 1本
の長い縦隆条とこれにつながる基部の細い隆条を，
また，中央部に伸びる 1対の横隆起をそなえ，表
面は細かく，やや密に点刻される．小楯板は角張り，
先端部はやや深く，丸く凹む．上翅はほぼ平行状，
雄で長さは幅の約 2.9倍，雌で約 2.7倍，雄で前胸
背板の長さの約 6.4倍，雌で約 6.5倍．上翅はそれ
ぞれ 4本の第 1次縦隆線をそなえ，隆線間はやや
角張った横長の不規則な 2点刻列をもつ．脚は中
位の長さで，後脛節は細長く，先端に向けて徐々
に幅が広くなり，後腿節とほぼ同長．跗節の爪は
単純，基部に明瞭な小突起をもつ．雄交尾器は長く，
中央片は比較的幅広く，先端 1/2で紡錘形，下面か
ら見て先端部は強く尖り，側方から見て基部 1/3で
強く湾曲する．側片は中位の長さで，下面から見
て中央で最も幅広く，先端に向けて徐々に狭まり，
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側方から見てボート状を呈し，先端部で細くなる．
基片は基部で幅広く，比較的小さい．7～ 8月に出
現する．分布：北海道・本州；中国．

3. キタベニボタル Lopheros septentrionalis (Kôno, 
1932) （図4, 10, 16, 24, 25）

7.6–11.0 mm．体は黒褐色から暗赤褐色で光沢が
あり，明黄褐色の短毛で被われる．頭部・触角・
前胸背板・小楯板・脚は黒褐色から暗赤褐色，明
赤褐色の短毛で密に被われる．上翅は暗褐色，側縁・
会合縁・第 1次縦隆線が赤褐色の短毛で密に被わ
れ，第 2次縦隆線・横隆線が同色の短毛で疎に被
われるが，肩部の第 2から第 4縦隆線は橙赤色で，

図1–19．ジュウジベニボタル属の頭部と前胸背板 (1)，背面図 （2–7），触角（8–13），小あごひげ（14–19）．1, 2, 8, 14, コウ
ノジュウジベニボタル；3, 9, 15, ヒゲブトジュウジベニボタル；4, 10, 16, キタベニボタル；5, 11, 17, チビジュウジベニボ
タル；6, 12, 18, ジュウジベニボタル；7, 13, 19, ニセジュウジベニボタル．
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赤色の短毛で被われる．頭部は後頭が前胸背板の
下にほぼ隠れ，表面は細かく，やや密に点刻される．
前頭は短く，前方に軽く張り出し，中央に 1本の
深い縦溝とそれに続く丸い凹みをもつ．複眼は比
較的小さく，雄の複眼間の距離は複眼長径の約 1.3
倍，雌では約 1.8倍．触角は長く，弱い鋸歯状，上
翅の基部 1/2に十分届く．小あごひげ第 4節は幅広
い斧形，長さは幅の約 0.9倍．下唇ひげ第 3節は三

角形，長さは幅の約 1.3倍．前胸背板は横長の五角
形，長さは基部の幅の約 0.6倍，幅は頭部の幅の約
1.5倍．前縁は前方へ弱くアーチ状に張り出し，前
角はやや角張る．両側縁は上部 2/3で平行状か，弱
く狭まり，基部 1/3で強く広がり，後角は三角状に
側方へ長く突出する．背面は中央でわずかに隆起
し，側縁の内側で深く凹み，前縁中央真下から基
縁中央に届く 1本の長い縦隆条と中央部に伸びる 1

図20–31．雄交尾器（20, 22, 24, 26, 28, 30, 腹面；21, 23, 25, 27, 29, 31, 側面）．20, 21, コウノジュウジベニボタル；22, 23, ヒゲ
ブトジュウジベニボタル；24, 25, キタベニボタル；26, 27, チビジュウジベニボタル；28, 29, ジュウジベニボタル；30, 31, 
ニセジュウジベニボタル．
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対の横隆起をそなえ，表面は細かく，密に点刻さ
れる．小楯板は先端部で丸く，深く凹む．上翅は
ほぼ平行状，雄で長さは幅の約 2.7倍，雌で約 2.6
倍，雄で前胸の長さの約 6.3倍，雌で約 5.9倍，表
面にはそれぞれ 4本の第 1次縦隆線をそなえ，隆
線間はやや角張った不規則な 2点刻列をもつ．脚
は中位の長さで，後脛節は細長く，先端に向けわ
ずかに広がり，後腿節とほぼ同長．跗節の爪は単
純．雄交尾器は比較的長く，中央片は長く，幅広く，
下面から見て先端 1/2で徐々に狭くなる．側片は中
位の長さで，下面から見て楕円形で幅広く，中央
片の 1/2の長さであり，側面から見てボート状を呈
す．基片は比較的小さい．7～ 8月に出現する．分
布：北海道・本州・九州・南千島；サハリン．

4.  チビジュウジベニボタル  Lopheros minimus 
Nakane, 1969 （図5, 11, 17, 26, 27）

3.8 mm．体は黒褐色から暗褐色で光沢があり，
灰褐色の短毛で被われる．頭部・前胸背板・小楯
板は黒褐色から暗褐色，赤褐色の長毛でやや密に
被われる．触角は黒色で密に赤褐色の短毛で被わ
れる．上翅は黒褐色，縦隆線が暗赤褐色の長毛で
やや密に被われ，肩部第 3・第 4・1次縦隆線で少
し赤味を帯びる．頭部は疎に点刻される．前頭は
短く，前方に軽く張り出し，中央に 1本の深く，
幅広い縦溝をもつ．複眼は比較的小さく，側方に
位置し，半球状に突出する．雄の複眼間の距離は
複眼長径の約 1.4倍．触角は糸状，上翅の中央に届
く．小あごひげ第 4節は斧形，長さは幅の約 1.5倍．
下唇ひげ第 3節は斧形，長さは幅の約 1.8倍．前胸
背板は横長の四角形，長さは基部の幅の約 0.6倍，
幅は頭部の幅の約 1.6倍．前縁は弱く弧状に張り出
し，前角はやや角張る．両側縁は上部 2/3で平行状，
基部 1/3で弱く広がり，後角は側方へ三角状に張り
出す．背面は中央で弱く隆起し，側縁の内側で深
く凹み，前縁中央真下に 1本のやや長い縦隆条と，
これに細い隆線でつながる基部の短い縦隆条を，
また，中央部に弱く伸びる 1対の横隆起をそなえ，
表面は中央後方で細かく，密に点刻される．小楯
板は先端で丸く凹む．上翅はほぼ平行状，長さは
幅の約 2.9倍，前胸の長さの約 6.0倍，背面にはそ
れぞれ 4本の第 1次縦隆線をそなえ，隆線間は丸く，
不規則な 2点刻列をもつ．脚は比較的短く，壮強．
腿節は先端に向け広がる．脛節は平行状．跗節の
爪は単純，基部下面に三角状の小突起をもつ．雄
交尾器の中央片は細長く，側面から見て先端部が
幅狭く丸くなり，下面から見て基部 1/2でいくぶん

幅広く，ここから先端に向けて徐々に狭まる．側
片は下面から見て長楕円形，中央片の約 1/2の長さ．
基片は比較的小さく，基部で少し狭まる．雌は未見．
7～ 8月に出現する．分布：本州．

5. ジュウジベニボタルLopheros lineatus (Gorham, 
1883)（図6, 12, 18, 28, 29）

6.5–10.5 mm．体は黒褐色から暗赤褐色で光沢が
あり，黄褐色の短毛で被われる．頭部・触角・前
胸背板・小楯板・脚は黒褐色から暗赤褐色，明赤
褐色または黄褐色の短毛で密に被われる．上翅は
赤褐色または黄褐色，第 1次縦隆線が赤褐色の短
毛で密に被われ，第 2次縦隆線と横隆線が同色の
短毛で疎に被われるが，肩部は明黄褐色，肩部の
第 1次縦隆線が赤色の短毛で密に被われる．頭部
は後頭が前胸背板の下にほぼ隠れ，表面は細かく，
密に点刻される．前頭は短く，前方に軽く張り出
し，中央に 1本の短く，やや深い縦溝をもつ．複
眼は小さく，雄の複眼間の距離は複眼長径の約 1.5
倍，雌では約 2.2倍．触角は長く，弱い鋸歯状，上
翅の基部 1/2に十分届く．小あごひげ第 4節は斧形，
長さは幅の約 1.8倍．下唇ひげ第 3節は三角形，長
さは幅の約 1.5倍．前胸背板は横長の五角形，長さ
は基部の幅の約 0.5倍，幅は頭部の幅の約 1.3倍．
前縁は幅広く前方に張り出し，前角はやや角張る．
両側縁は上部 3/5でほぼ平行か，わずかに狭まり，
基部 2/5で強く側方へ広がり，後角は三角状に突出
する．背面は中央で隆起し，側縁の内側で強く凹み，
前縁中央真下に 1本のやや長い縦隆条とこれにつ
ながる細く，長い縦溝と基部に非常に短い隆条を，
また，中央部に伸びる弱い 1対の横隆起をそなえ，
表面は小さく，粗い点刻をやや密にそなえる．小
楯板は台形，先端で水平に裁断される．上翅はほ
ぼ平行状，雄で長さは幅の約 2.9倍，雌で約 2.7倍，
雄で前胸の長さの約 7.4倍，雌で約 5.5倍．上翅は
それぞれ 4本の第 1次縦隆線をそなえ，隆線間は
丸く不規則な 2点刻列をもつ．脚は中位の長さで，
後脛節は細長く，先端に向けてわずかに広がる．
跗節の爪は単純，基部下面でやや角張る．雄交尾
器は中位に長く，中央片は細長く，先端部で狭く
突出する．側片は幅広く，長楕円形，下面から見
て中央片の約 0.8倍の長さ．基片は幅広く，比較的
長い．6～ 7月に出現する．分布：本州・南千島；
中国，ヨーロッパ（ポーランド）．

[備考 ] ジュウジベニボタル Lopheros lineatus 
(Gorham)には近縁の未記録種や未記載種が数種含
まれていることが明らかになっている．本種のタ
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イプ標本の調査と共に日本産ジュウジベニボタル
属 Lopheros全体の再検討が望まれる．

6.  ニセジュウジベニボタル Lopheros harmandi 
(Bourgeois, 1902) （図7, 13, 19, 30, 31）

6.2–12.0 mm．体は黒褐色から暗赤褐色で光沢が
あり，明黄褐色の短毛で被われる．頭部・触角・
前胸背板・小楯板・脚は黒褐色から暗赤褐色，
明赤褐色の短毛で密に被われる．上翅は暗赤褐
色，会合縁・側縁・縦隆線が明赤褐色で，会合
縁・側縁・第1次縦隆線は赤色の短毛で密に被わ
れ，第2次縦隆線と横隆線は赤色の短毛で疎に
被われる（名義タイプ亜種L. harmandi harmandi 
(Bourgeois)）．頭部は後頭が前胸背板の下にほぼ
隠れ，表面は中央部で細かく，やや密に点刻され
る．前頭は短く，前方に軽く張り出し，中央に1本
の深い縦溝をもつ．頭頂は中央部にＶ字形の浅い
凹みをそなえる．複眼は非常に小さく，雄の複眼
間の距離は複眼長径の約1.9倍，雌では約1.7倍．触
角は長く，糸状，上翅の基部1/2に十分届く．小あ
ごひげ第4節は斧形，長さは幅の約1.4倍．下唇ひげ
第3節は三角形，長さは幅の約1.1倍．前胸背板は横
長の五角形，長さは基部の幅の約0.6倍，幅は頭部
の幅の約1.6倍．前縁は幅広く，弱くアーチ状に前
方へ張り出し，前角は幅広く丸くなる．両側縁は
上部1/2で平行状，基部1/2で強く横に広がり，後角
は三角状に側方へ強く突出する．背面は幅広い隆
縁で囲まれ，中央後方でやや強く隆起し，側縁の
内側で深く凹み，前縁中央真下2/3に1本の縦隆条
とこれにつながる短い縦溝と基部の短い隆条を，
また，中央部に伸びる1対の弱い横隆起をそなえ，
背面中央部は細かく，密に点刻され，前縁と側縁
の内側は粗く点刻される．小楯板は四角形，先端
部は浅く，丸く凹む．上翅はほぼ平行状，雄で長
さは幅の約2.8倍，雌も約2.8倍，雄で前胸の長さの
約5.8倍，雌で約5.6倍．上翅はそれぞれ4本の第1次
縦隆線をそなえ，隆線間は大きく丸い，一部で四
角形となる不規則な2点刻列をもつ．脚は中位の長
さで，後脛節は細長く，先端に向けて徐々に広が
り，後腿節とほぼ同長．跗節の爪は単純，基部下
面に三角形の小突起をもつ．雄交尾器は長く，中
央片は下面から見て細長く，平圧され，先端部で
狭く丸められ，側面から見て鎌状を呈す．側片は
小さく，短く，中央片の基部に付着する．基片は
やや幅広く，中位の大きさ．6～8月に出現する．
分布：本州・四国．

[備考 ] 名義タイプ亜種は本州中部地方以東に

分布する．中国地方亜種 L. harmandi hiroshimensis 
Nakane, 1969は上翅の第 3・第 4・1次縦隆線の基
部と第 2・1次縦隆線の基部が赤色の微毛で被われ
る．四国亜種 L. harmandi shikokuensis Nakane, 1969
は上翅の第 3・第 4・1次縦隆線および第 2・1次
縦隆線の基部が赤色の微毛で被われる．また，触
角第 3節は第 2節の約 2倍の長さである（Nakane, 
1969a）．

ムネクロテングベニボタル属
Platycis C. G. Thomson, 1864

タイプ種：Pyrochroa minuta Fabricius, 1789（ヨー
ロッパ）．

[成虫 ]　体は細長く，ほぼ平行状であるが，後
方へわずかに広がる．頭部は前方へ短く吻状に突
出し，先端部で水平に裁断される．複眼は小さく，
側方に突出する．触角は雌雄ともに糸状．第 2節
は短く，円筒形，第 3節から第 10節は強く平圧さ
れる．小あごひげ第 4節と下唇ひげ第 3節は斧形．
前胸背板は横長，背面は不完全な 7室からなり，
前方中央の 2室は幅の狭い縦隆条によって分かれ，
後方の 3室は基縁の前で互いにつながる．上翅は
ほぼ平行状，4本の第 1次縦隆線をそなえ，隆線間
は 2点刻列をもつ．雌の第 8腹板は基部中央に 1
本の長い針状突起をもち，基部両側に 1対のアー
ム状の突起をそなえる．雄の腿節基部下面に凹み
をもつ．雄交尾器は幅広く，側片は内側に 1対の
小突起をもつ．雌交尾器は細長い．尾毛は短く，
半腹板は長く，先端に向けて狭くなる．肛側板は
細長い． 

 [幼虫 ]　未見． 
旧北区と東洋区に分布し，これまでに 3種が記

録され，日本からは下記の 1種が知られている．

1.  ムネクロテングベニボタル Platycis consobrinus 
(Bourgeois, 1902) （図32, 35, 39, 43, 47, 48）

6.6–8.4 mm．体は黒褐色から暗赤褐色で，光沢
があり，明黄褐色の短毛で密に被われる．頭部・
前胸背板・小楯板・脚は黒色から黒褐色，明赤褐
色の短毛で密に被われる．触角は黒色から黒褐色，
赤褐色の短毛で密に被われる．上翅は赤色，会合
縁・側縁・第 1次縦隆線が赤色の短毛で密に被わ
れ，第 2次縦隆線・横隆線は赤色の短毛でやや疎
に被われる．頭部は前方へ短く吻状に突出し，前
頭は中央に 1本の幅広く，深い縦溝をもつ．複眼
は小さく，複眼間の距離は雄で複眼長径の約 1.6倍，
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雌で約 2.1倍．触角は糸状，第 2節は円筒状，第 3
節から第 10節までは平圧され，第 11節は紡錘状．
小あごひげ第 4節は斧形，長さは幅の約 1.5倍．下
唇ひげ第 3節は斧形，長さは幅の約 2.0倍．前胸背
板は横長の四角形，長さは雄で基部の幅の約 0.8倍，
雌で約 0.7倍，幅は雄で頭部の幅の約 1.2倍，雌で
約 1.3倍，前角と後角は丸くなる．背面は 7室から

なり，前方中央の 2室は幅の狭い，弱い縦隆条に
よって分かれ，後方の 3室は基縁の前で互いにつ
ながる．小楯板は二葉状，先端で三角状に浅く切
れ込む．上翅は長く，ほぼ平行状，長さは雄で幅
の約 3.1倍，雌で約 3.0倍，背面は 4本の明瞭な第
1次縦隆線をそなえ，隆線間は大きく，横長の不規
則な 2点刻列をもつ．脚は中位の長さで，雄の前・

図32–46．ムネクロテングベニボタル属の頭部と前胸背板（32），ムネアカテングベニボタル属の頭部と前胸背板（33），テ
ングベニボタル属の頭部と前胸背板（34），背面図（35–38），触角（39–42），小あごひげ（43–46）．32,35, 39, 43, ム
ネクロテングベニボタル；33, 36, 40, 44, ムネアカテングベニボタル；34, 37, 41, 45, テングベニボタル；38, 42, 46, ヤクシ
マテングベニボタル．
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中腿節は基部下面に各 1個の大きい楕円形の凹み
をもち，後腿節は基部下面に 1個の比較的小さい
楕円形の凹みをもつ．跗節の爪は単純，基部で角
張る．雄交尾器の中央片は幅広く，中位の長さで，
先端部は鈍く尖る．側片は幅広く，中央片よりわ
ずかに短く，内側に 1対の小棘をそなえる．基片
は比較的大きい．7～ 9月に出現する．分布：本州・
九州．

ムネアカテングベニボタル属
Konoplatycis Nakane, 1969

タイプ種：Platycis otome Kôno, 1932（日本）．

[成虫 ]　体は細長く，ほぼ平行状，後方へ少し
広がる．頭部は前方へわずかに突出する．複眼は
小さい．触角は糸状，第 2節と第 3節は短い．第
4節から第 10節は軽く平圧される．小あごひげ第
4節は斧形．下唇ひげ第 3節は斧形または三角形．
前胸背板は横長，背面は不完全な 7室からなり，
前方中央の 2室は幅の広い縦隆条によって分かれ，
後方の 3室は基縁の前で互いにつながる．上翅は
ほぼ平行状，4本の第 1次縦隆線をそなえ，隆線間
は 2点刻列をもつ．雌の第 8腹板は幅広く，先端
に向け強く狭められ，基部中央に 1本の長い針状
突起をもち，基部両側に 1対のアーム状の突起を
そなえる．脚は雌雄共に腿節基部下面に凹みを欠
く．雄交尾器は幅広く，側片は両側方でアーチ状
を呈し，内側に各 1対または 2対の突起または葉
片をもつ．雌交尾器は細長い．尾毛は短く，半腹
板は長く，先端に向けて狭くなる．肛側板は細長い． 

 [幼虫 ]　未見． 
中国南部（雲南省）と日本に各 1種ずつ分布し，

日本からは下記の 1種が知られている．

1.  ムネアカテングベニボタル Konoplatycis otome 
(Kôno, 1932) （図33, 36, 40, 44, 49, 50）

5.9–9.7 mm．体は黒色から暗赤褐色で，光沢があ
り，赤色の短毛で密に被われる．頭部・前胸・小
楯板・脚は黒色から明赤褐色，赤色の短毛で密に
被われる．触角は黒色から黒褐色，第 1節から第 3
節は赤色の短毛で密に被われ，第 4節から第 11節
は赤褐色の短毛で密に被われる．上翅は明赤褐色，
赤色の短毛で密に被われる．前頭は極端に短い吻
状の突起をもち，中央に 1本の深い縦溝をそなえる．
複眼は大変小さく，複眼間の距離は雄で複眼長径
の約 2.2倍，雌で約 2.5倍．触角は長く，糸状，第
2節は短く，円筒状，第 3節とほぼ等長，第 3節は

盃状，第 4節から第 10節までは平圧される．小あ
ごひげ第 4節は斧形，長さは幅の約 1.4倍．下唇ひ
げ第 3節は斧形，長さは幅の約 1.3倍．前胸背板は
横長の五角形，長さは雄で基部の幅の約 0.7倍，雌
で約 0.6倍，幅は雄で頭部の幅の約 1.3倍，雌で約
1.5倍，背面は不完全な 7室からなり，前方中央の
2室は幅の広い縦隆条によって分かれるが，後方
の中央室とつながり，後方 3室も基縁の前で互い
につながり，基縁中央前方に 1本の短い縦隆条を
そなえる．小楯板は二葉状，先端で三角状に浅く
切れ込む．上翅は長く，ほぼ平行状，長さは雄で
その幅の約 2.8倍，雌で約 2.7倍，背面は 4本の明
瞭な第 1次縦隆線をそなえ，隆線間は小さく，横
長の不規則な 2点刻列をもつ．脚は中位の長さで，
腿節は基部下面に凹みを欠く．跗節の爪は単純，
基部で角張る．雄交尾器は長楕円形．中央片は細く，
長い．側片は内側に 1対の幅広い葉片をそなえる．
基片は比較的小さい．3～ 6月に出現する．分布：
本州・四国・九州．

テングベニボタル属 Erotides C. O. Waterhouse, 1879
タイプ種：Eros oblitus Newman, 1838 (= Omalisus 
sculptilis Say, 1835)（北アメリカ）．

[成虫 ]　体は細長く，両側縁でほぼ平行状，後
方に向けてわずかに広がる．頭部は前方へ短く吻状
に突出し，先端部で水平に裁断される．複眼は小さ
く，側方に突出する．触角は糸状，第 2節は短く，
円筒形，第 3節から第 10節は少し平圧される．小
あごひげ第 4節は斧形．下唇ひげ第 3節は斧形また
は三角形．前胸背板は横長，ほぼ四角形，背面は不
完全な 7室からなり，前方中央の 2室は幅の狭い縦
隆条によって分かれ，後方の 3室は基縁の前で互い
につながる．上翅はほぼ平行状，4本の第 1次縦隆
線をそなえ，隆線間は 2点刻列をもつ．雌の第 8腹
板は基部中央に 1本の長い針状突起をもち，基部両
側に 1対のアーム状の突起をそなえる．脚は雄の転
節が丸いか三角形，先端側方に小さな凹みをもつ
（Erotides亜属）か，これを欠く（Grabroplatycis亜属）．
雄では腿節基部下面に凹みをもつ．雄交尾器は細長
く，側片は内側に 1対の小突起を欠く．雌交尾器は
細長い．尾毛は短く，半腹板は長く，先端に向けて
狭くなる．肛側板は細長い． 

 [幼虫 ]　 体は細長く，円筒状．頭部は横長の五
角形，後方でやや狭くなる．触角は 2節からなり，
第 1節は短く，リング状，第 2節は幅広くドーム状，
先端に 2本の長毛をもつ．大あごは短く，比較的
幅が広く，中央で内側に強く曲がり，基部に 1本
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の短毛をもつ．胸部と腹部の背板は小さく，ほぼ
正方形で，分割されない．前胸は 8本の長毛をもち，
中胸は 4本の長毛をもつ．腹部第 1～ 8背板は各 2
本の長毛をもつ．腹部は尾突起を欠く（McCabe & 
Johnson, 1979）． 
旧北区と新北区に分布し，これまでに 9種が記
録され，日本からは Grabroplatycis亜属に属す次の
2種が知られている．

日本産テングベニボタル属 Erotides の種の検索表
1(2)	頭部・前胸背板・小楯板・脚は黒色から黒褐
色．雄の上翅は前胸背板の約6.2倍の長さ．
6.7–8.6 mm．屋久島．…............……ヤクシマテ
ングベニボタル Erotides hayashii Matsuda, 2010

2(1)	頭部・前胸背板・小楯板・脚は暗赤褐色か
ら黄褐色．雄の上翅は前胸背板の約5.6倍の

長さ．7.1–8.1 mm．北海道・本州・四国・九
州・南千島；サハリン・ロシア極東地域・中
国．……...........................................… テングベ
ニボタル Erotides nasutus (Kiesenwetter, 1874) 

1. テングベニボタル Erotides nasutus (Kiesenwetter, 
1874) （図34, 37, 41, 45, 51, 52）

7.1–8.1 mm．体は黒褐色で，光沢があり，明赤
褐色の短毛で密に被われる．頭部・触角・小楯板・
脚は黒褐色から暗赤褐色，赤褐色の短毛で密に被
われる．前胸背板は黒褐色，隆起縁と隆条は黄褐色，
黄褐色の微毛で疎に被われる．上翅は一様に黄褐
色，黄褐色の微毛で疎に被われる．頭部は細かく
密に点刻され，前頭は短い吻状の突起をもち，そ
の先端部は水平に裁断される．複眼は小さく，複

図47–54．雄交尾器（47, 49, 51, 53, 腹面；48, 50, 52, 54, 側面）．47, 48, ムネクロテングベニボタル；49, 50, ムネアカテングベ
ニボタル；51, 52, テングベニボタル；53, 54, ヤクシマテングベニボタル．
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眼間の距離は雄で複眼長径の約 2.3倍，雌で約 2.6
倍．触角は長く，糸状，第 2節は円筒状，第 3節
は長く，第 2節の約 2.0–2.5倍の長さ，第 3節から
第 10節までは平圧される．小あごひげ第 4節は斧
形，長さは幅の約 1.4倍．下唇ひげ第 3節は三角形，
長さは幅の約 1.2倍．前胸背板は横長の四角形，長
さは雌雄共に基部の幅の約 0.8倍，背面は不完全な
7室からなり，前方中央の 2室は幅の狭い縦隆条に
よって分かれ，後方の 3室は基縁の前で互いにつ
ながり，基縁中央前方に 1本の細い縦隆条をそな
える．小楯板は二葉状，先端で三角状に切れ込む．
上翅は長く，ほぼ平行状，長さは雌雄ともにその
幅の約 3.2倍，背面は 4本の明瞭な第 1次縦隆線
をそなえ，隆線間は大きい円形の 2点刻列をもつ．
脚は中位の長さで，腿節は比較的幅広く，雄で基
部下面に各 1個大きい楕円形の凹みをもつ．跗節
の爪は単純，基部で角張る．雄交尾器の中央片は
細長い．側片は細長く，中央片よりわずかに短く，
内側に小棘を欠く．基片は比較的小さい．4～ 7月
に出現する．分布：北海道・本州・四国・九州・
南千島；サハリン・ロシア極東地域・中国．

2.  ヤクシマテングベニボタル Erotides hayashii 
Matsuda, 2010  （図38, 42, 46, 53, 54）

6.7–8.6 mm．体は黒色から黒褐色で，光沢があり，
明赤褐色の短毛で密に被われる．頭部・触角・小
楯板・脚は黒色から黒褐色，赤褐色の短毛で密に
被われる．前胸背板は黒色から黒褐色で，隆起縁
と隆条はわずかに淡色，黄褐色の微毛で疎に被わ
れる．上翅は一様に明赤褐色，黄褐色の微毛で疎
に被われる．頭部は細かく密に点刻され，前頭は
短い吻状の突起をもち，その先端部は水平に裁断
される．複眼は小さく，複眼間の距離は雄で複眼
長径の約 2.1倍，雌で約 2.8倍．触角は長く，糸状，
第 2節は円筒状，第 3節から第 10節までは平圧さ
れる．小あごひげ第4節は斧形，長さは幅の約1.4倍．
下唇ひげ第 3節は三角形，長さは幅の約 1.2倍．前
胸背板は横長の四角形，長さは雄で基部の幅の約
0.8倍，雌で約 0.7倍，背面は不完全な 7室からなり，
前方中央の 2室は幅の狭い縦隆条によって分かれ，
後方の 3室は基縁の前で互いにつながり，基縁中
央前方に 1本の細い縦隆線をそなえる．小楯板は
二葉状，先端で深く三角状に切れ込む．上翅は長く，
ほぼ平行状，長さは雄でその幅の約 3.1倍，雌で約
2.9倍，背面は 4本の明瞭な第 1次縦隆線をそなえ，
隆線間は大きい円形の 2点刻列をもつ．脚は中位
の長さで，腿節は比較的幅広く，雄で基部下面に

各1個大きい楕円形の凹みをもつ．跗節の爪は単純，
基部で角張る．雄交尾器の中央片は細長く，先端
で丸くなる．側片は細長く，中央片よりわずかに
短く，内側に小棘を欠く．基片は比較的小さい．5
月に出現する．分布：屋久島．

末筆ながら，本稿をまとめるにあたり，貴重な
標本の協力をいただいた千葉県立中央博物館の斉
藤明子博士，さいたま市の三蔭外茂治氏，大津市
の武田滋氏，川西市の林靖彦氏に厚く御礼申し上
げる．
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【短報】東京都日野市におけるアカマダラハナムグ
リの記録
アカマダラハナムグリ Anthracophora rusticola 

Burmeisterは，東京都レッドリスト（東京都環境
局自然環境部 , 2010）では，区部で絶滅，多摩地
域でデータ無し，もしくは留意種にランク付けさ
れている．都内ではこれまでに，日の出町（森川 , 
1987），青梅市（原島・藤嶋 , 2006; 同 , 2008），あ
きる野市（坂本 , 2009）で記録がある．筆者の一
人の田中は，東京都では最も都心に近い記録とな
る日野市で本種を得たので報告する．

1♀, 東京都日野市程久保多摩動物公園 , 28. VI. 
2015, 田中陽介採集・保管（図 1）．
筆者らは園内に生息している昆虫相の調査をし
ており，本個体はクヌギやコナラが優占する二次
林の，バナナトラップを仕掛けたエゴノキの根元
で得られた．
本種の幼虫は，猛禽類（石川・新井 , 2004; 槇原

ら , 2004）やコウノトリ（那須ら , 2010），ハシボ
ソガラス（永幡ら , 2013）などの巣内で発育する
ことが知られている．多摩動物公園ではハシボソ
ガラスやアオサギが自然営巣する他，猛禽類やト
キ類，コウノトリなどを飼育下で自然繁殖させて
いる．本種がこれらの鳥の巣を利用している可能

性もあり，今後類似の環境・施設での生息状況に
留意していく必要があると思われる．
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（櫻井　博　同上）

図1．東京都日野市産アカマダラハナムグリ


